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若年層と女性は他メディアの利用が減少利用場面/他メディアへの影響

解   説

「まとまった空き時間（自宅での就寝前、

くつろぎ時など）」より「たまたま空いた

短い時間」に使われることが多く、携帯

電話/PHSの特性に合った利用場面の比

率が高い。複数回答でみると、1人当た

りの利用場面は1.80に上る。これを性別

にみると、男性に比べて女性のほうが利

用場面は多く1.92、男性は1.72となって

いる。年代別では20代、10代でそれぞれ

2.01、2.00と高く、若年層では働き盛り

の中高年に比べて利用場面が広範に渡っ

ているのが特徴といえる。

資料1-2-12と資料1-2-13は携帯電話

/PHSでインターネットを使うことにより、

利用の減った他メディアの有無とそのメ

ディアを聞いたものである。

「利用の減ったメディアがある」比率は

53.2%と、第3章でみるパソコンインター

ネット利用者（56.4%）と同傾向である。

女性でその比率が高い点も同様であるが、

パソコンインターネット利用者と異なるの

は、年代別でみたとき若年層ほど利用メ

ディアが減少したと回答している点であ

る。減少したメディアは「電話」（固定

電話、携帯電話/PHSの通話としての電

話）が圧倒的に高いが、以下は「年賀状

以外の手紙/葉書」「FAX」「パソコンに

よるインターネット利用」「年賀状」「雑

誌」の順になっている。特に20代、10代

の若年層で全体に減少したメディアの数

が多く挙げられており、女性の複数回答

率も高い。携帯電話/PHSのインターネ

ット利用は特に若年層と女性にメディア

選択の影響を与えていることがわかる。

（矢野さよみ　アクセス メディア インターナショナル株

式会社）
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資料1-2-10　携帯電話/PHSでインターネットを利用する場面
N=1,100
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資料1-2-12　携帯電話/PHSでインターネット（メール・情報サービス）
を使うことで利用の減った他メディアの有無　N=1,100
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資料1-2-13　携帯電話/PHSでインターネットを使うことで利用の減っ
たメディア　N=585
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資料1-2-11　携帯電話/PHSでインターネットを利用する場面
（最も多い場面）　N=1,100
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